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事後評価シート

【評価年月】 平成１６年４月

【主管課・室】 廃棄物・リサイクル対策部浄化槽推進室

【評価責任者】 浄化槽推進室長 鎌田光明

施策名、施策の概要及び予算額

Ⅰ－６－（６）合併処理浄化槽の整備によるし尿等の適正な処理の推進施 策 名

し尿と生活雑排水を併せて処理する浄化槽は、排出源で処理し環境保全
施策の概要

上効果的であるだけでなく短期間にかつ容易に設置できる等の特長を有し

ている。人口散在地域において効率的な生活排水対策を推進するため、浄

化槽の整備を推進している。

２１，２３４，１７７千円予 算 額

目標・指標、及び目標の達成状況

河川や湖沼等の水質汚濁の大きな原因となっている生活排水の対策を推進目 標

し、健全な水循環を確保する。

Ｈ12年度 Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ19年度指 標
目標値

7.2 7.6 7.8 11（％）

． 、
達成状況

○平成１４年度末の浄化槽による汚水処人口普及率は７ ８％となっており

前年度より上昇している。

浄化槽を整備促進する。下位目標１

目標値
指 標 H14年度 H15年度 H16年度

120 163 207（市町村）

○浄化槽市町村整備推進事業を実施している市町村も２０７となり、取り組
達成状況

む市町村数も年々増加している。

評価、及び今後の課題

（公益性、官民の役割分担等）【必要性】

○公共用水域の保全に対しては公的な対応が必要であり、水質汚濁の大きな

要因となっている生活排水対策のための汚水処理施設の整備が重要である。

○汚水処理施設の方策としては、集合処理、個別処理の方法があるが、人口
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散在地域においては個別処理の浄化槽が効率的であり、その整備が必要であ

る。

評 価

（達成された効果等）【有効性】

○浄化槽は、水質改善の発現が速やかなこと、排出源で生活排水等を処理す

ること、水量が確保され河川等の流量が維持されることなどから、浄化槽の

整備率の上昇と浄化槽市町村整備推進事業に取り組む市町村数の増加によ

り、生活排水対策が適正に処理され、健全な水循環が推進されている。

○平成１４年度末の汚水処理施設整備率に占める浄化槽による汚水処理人口

普及率は７．８％となっており、前年度より上昇している。

○浄化槽市町村整備推進事業を実施している市町村も２０７となり、取り組

む市町村数も年々増加している。

（効果とコストとの関係に関する分析等）【効率性】

○汚水処理施設の整備については、地域に応じた効率的・効果的な整備を行

うことが重要である。

○今まで汚水処理施設整備が進んでいなかった人口散在地域においては管渠

工事を必要としない浄化槽の活用による整備が経済的・効率的である場合が

多いと考えられる。

○整備の期間も短期間であり、投資効果がすぐ現れる。

○浄化槽市町村整備推進事業（ＰＦＩ事業）において、その具体的な整備・

維持管理にあたっては民間業者の活用を図っている。

目標に対する総合的な評価><

○浄化槽は、水質改善の発現が速やかなこと、排出源で生活排水を処理する

こと、水量が確保され河川等の流量が維持されることなどから、浄化槽の整

備率の上昇と浄化槽市町村整備推進事業に取り組む市町村数の増加により、

生活排水対策が適正に処理され、健全な水循環が推進されている。

○平成１４年度末の汚水処理施設整備率に占める浄化槽による汚水処理人口

普及率は７．８％となっており、前年度より上昇している。

○浄化槽市町村整備推進事業を実施している市町村も２０７となり、取り組

む市町村数も年々増加している。

○上記のことから、本施策による生活排水対策は、有効であると考えられる

が、生活排水対策の遅れている中小市町村において、市町村が設置主体とな

る市町村設置型事業の一層の普及を図り、浄化槽の整備を促進し生活排水対

策を推進し、健全な水循環の確保を図る必要がある。
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○下水道、農業集落排水事業、浄化槽のそれぞれの特性、効果、経済性等を

十分配慮し、地域の特性にあった整備を迅速に推進していく必要がある。今後の課題

○市町村が主体となって実施する浄化槽市町村整備推進事業の一層の推進を

図るとともに、維持管理の適正化に向けた取組を強化する必要がある。

政策への反映の方向性

理由の説明反映方向分類

１ ○地域の特性にあった汚水処理施設の整備を迅速に行い、生活排水対策

を推進するため、浄化槽市町村整備推進事業の一層の推進等、事業の拡

充を図る。
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【別紙】

事務事業シート

Ⅰ－６－（６）合併処理浄化槽の整備によるし尿等の適正な処理の施 策 名

推進

事務事業名 事業の概要 主な関連予算事項、税制等

ア．浄化槽設置整 ・浄化槽の設置を行う者に対し、 ・浄化槽設置整備事業

（ ）備事業の実施 その費用の一部を補助する制度。 14,630百万円

イ．浄化槽市町村 ・市町村自らが設置主体となって ・浄化槽市町村整備推進事業

（ ）整備推進事業の実 浄化槽の面的整備を行う事業に対 6,516百万円

施 し、国庫補助を行う制度。


